
資料２

肺がん検診の実施体制



肺がん検診

市町村チェックリスト実施率

　がん検診の実施主体である市町村が、最低限整備するべき技術・体制につ
いて「事業評価のためのチェックリスト」に基づき点検し、その結果を実施率とし
て数値化した指標。

市町村チェックリスト実施率とは



注　赤字は実施率が60％以下
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問13. 早期がん割合の集計
　　　　（４項目）

問12. 陽性反応適中度の集計
　　　　（４項目）

問11. がん発見率の集計
　　　　（４項目）

問10. 精検受診率・未受診率の集計
　　　　（５項目）

問9. 要精検率の集計
　　　（４項目）

問8. 「肺がん検診受診者中の高危険群割合」、
　　　「高危険群中の喀痰容器配布割合」、
　　　「喀痰容器配布中の回収率」、
　　　「肺がん検診受診者中の喀痰容器回収率」の集計
　　　（４項目）

問7. 受診率の集計
　　　（４項目）

問6. 検診機関の質の担保
　　　（７項目）

問5. 地域保健・健康増進事業報告
　　　（５項目）

問4. 精検結果の把握、
　　　精検未受診者の特定と受診勧奨
　　　（６項目）

問3. 受診者及び要精検者への説明
　　　（３項目）

問2. 受診者の情報管理
　　　（２項目）

問1. 検診対象者の情報管理
　　　（４項目）
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注　赤字は実施率が60％以下
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令和２年度 市町村チェックリスト実施率（特に実施率が低い項目）

集団

個別 1/17

集団

集団

集団 58%

個別 52%

集団 43%

個別 47%

0/17

集団

個別 4/17

集団

集団

個別

集団

60%

65%

個別

問1-2-1.受診勧奨を行った住民のうち未受診者全員に対し、再度の
受診勧奨を個人毎（手紙・電話・訪問等）に行ったか

肺 肺

問6-2-3.上記の結果をふまえ、課題のある検診機関に改善策をフィー
ドバックしたか

問6-2-2.検診機関毎のプロセス指標値を集計してフィードバックしたか

問6-2-1.「検診機関用チェックリスト」の遵守状況をフィードバックした
か

問6-2.検診機関に精度管理評価を個別にフィードバックしたか

問6-1-2.検診終了後に、委託先検診機関で仕様書（もしくは実施要
綱）の内容が遵守されたことを確認したか

問6-1-1.仕様書（もしくは実施要綱）の内容は、「仕様書に明記すべき
必要最低限の精度管理項目」を満たしたか

問6-1.委託先検診機関を、仕様書の内容に基づいて選定したか

問6. 検診機関の質の担保

59%

問1-2.対象者全員に、個別に受診勧奨を行ったか

問3-2-1.上記一覧に掲載したすべての精検機関には、あらかじめ精
検結果の報告を依頼したか

問3-2.要精検者全員に対し、受診可能な精検機関名の一覧を提示し
たか

問3. 受診者及び要精検者への説明

問1. 検診対象者の情報管理
個別

問4-6.精検未受診者に精検の受診勧奨を行ったか

問4-4.過去5年間の精検方法及び、精検結果を記録しているか

問4-3.個人毎の精検方法及び、精検結果を、市区町村、検診機関、
精検機関が共有したか

問4. 精検結果の把握、精検未受診者の
　　　特定と受診勧奨

問13. 早期がん割合の集計

問12. 陽性反応適中度の集計

問8. 「肺がん検診受診者中の高危険群割合」等の集計
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肺がん検診

検診機関チェックリスト実施率

検診機関チェックリスト実施率とは

　市町村が行うがん検診を受託する検診機関において、最低限整備するべき
技術・体制について「事業評価のためのチェックリスト」に基づき点検し、その結
果を実施率として数値化した指標。



回答状況：２６検診機関

５．システムとしての精度管理
　　（７項目） 80%

４．喀痰細胞診の精度管理
　　（７項目） 97%

１　肺　が　ん　検　診
令和３年度 検診機関チェックリスト実施率 肺がん検診

１．受診者への説明
　　（７項目） 88%

２．質問（問診）、及び撮影の精度管理
　　（１１項目） 90%

３．胸部エックス線読影の精度管理
　　（８項目） 88%



62%16/26
(4)検診に従事する医師の胸部画像読影力向上のために「肺がん検診に関する症例検討会や読影講習会」を年に１回以
上開催しているか。もしくは、他施設や都道府県単位、あるいは日本肺癌学会等が主催する胸部画像の読影に関するセミ
ナー・講習会を年に１回以上受講させているか

54%14/26
(5)内部精度管理として、検診実施体制や検診結果の把握・集計・分析のための委員会 (自施設以外の専門家を交えた
会)を年に１回以上開催しているか。もしくは、市区町村や医師会等が設置した同様の委員会に年に１回以上参加している
か

３．胸部エックス線読影の精度管理

(2)読影は二重読影を行い、読影に従事する医師は要件を満たしているか 16/26 62%

３．胸部エックス線読影の精度管理

65%

令和３年度 検診機関チェックリスト実施率 肺がん検診
【 実施率が70％以下である項目の実施状況 】

２．質問（問診）、及び撮影の精度管理

注　読影医の要件
　・第一読影医：検診機関などで開催される「肺がん検診に関する症例検討会や読影講習会」に年１回以上参加していること
　・第二読影医：下記の1)、2)のいずれかを満たすこと
　　1) 3年間以上の肺がん検診読影経験があり、かつ検診機関などで開催される「肺がん検診に関する症例検討会や読影講習会」に年１回以上参加している
　　2) 5年間以上の呼吸器内科医、呼吸器外科医、放射線科医のいずれかとしての経験があり、かつ検診機関などで開催される「肺がん検診に関する症例検討会や
　　　 読影講習会」に年１回以上参加している

(1)検診項目は、質問（医師が自ら対面で行う場合は問診）、胸部エックス線検査、及び質問の結果、50歳以上で喫煙指
数（1日本数×年数）が600以上だった者（過去における喫煙者を含む）への喀痰細胞診としているか 17/26


